
 

                       

学 ⻑ 定 例 記 者 会 ⾒ 要 項 

 

⽇  時： 令和２年１０⽉１⽇（⽊） １１：００〜１１：４５ 
場  所： 法⼈本部第⼀会議室（⼩⽩川キャンパス法⼈本部棟３階） 

 

    発表事項   

1. 新型コロナウイルス感染症への対応状況について 

2. ⼭形⼤学医学部東⽇本重粒⼦センター治療開始 
〜 重粒⼦線前⽴腺がん事前治療開始 〜 

３．建築・デザイン学科が第２回住宅設計デザインコンテストを開催 
〜 地元⼯務店と連携し、⼭形の気候に適した設計を学ぶ 〜 

４．核⼦スピンの研究が科学研究費補助⾦・基盤研究(Ｓ)に採択 
〜 CERN での国際共同研究計画 〜 

 
 

  お知らせ   
１．公開講座「⼩説を書こう！」受講者を募集します 
２．⽴ち上がった結髪⼟偶を⾒る・知る 

〜10⽉1⽇より修復後、初の⼀般公開・11⽉には公開講座を実施 
３．ひらめき☆ときめきサイエンス 〜ようこそ⼤学の研究室へ〜 

３Ｄゲルプリンターで「やわらか」ロボットの魅⼒に迫る 
４．ひらめき☆ときめきサイエンス 〜ようこそ⼤学の研究室へ〜 

     未来の光 有機ＥＬを⾃分でつくる ―有機エレクトロニクスを体感するー 
 
 

（参 考） 
○ 次回の学⻑定例記者会⾒（予定） 

⽇  時：令和２年１１⽉５⽇（⽊）１１：００〜１１：４５ 
場  所：法⼈本部第⼀会議室（⼩⽩川キャンパス法⼈本部棟３階） 



 

学⻑定例記者会⾒（１０⽉１⽇）発表者 

 

  １．新型コロナウイルス感染症への対応状況について 
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２．⼭形⼤学医学部東⽇本重粒⼦センター治療開始  
〜 重粒⼦線前⽴腺がん事前治療開始 〜 

⼭形⼤学医学部東⽇本重粒⼦センター⻑        根本
ね も と

 建⼆
け ん じ

 
  

３．建築・デザイン学科が第２回住宅設計デザインコンテストを開催 
〜 地元⼯務店と連携し、⼭形の気候に適した設計を学ぶ 〜 
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４．核⼦スピンの研究が科学研究費補助⾦・基盤研究(Ｓ)に採択 
〜 CERNでの国際共同研究計画 〜 

学術研究院 教授（素粒⼦・原⼦核物理学）     岩⽥
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配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

 

PRESS RELEASE    

                                令和２年（2020年）10⽉1⽇ 

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)への対応状況について 
 
    ⼭形⼤学では「新型コロナウイルスに係る総合対策本部」を 1 ⽉ 31 ⽇に設置し、学⽣や教職員への対応 

⽅針を検討・決定してきました。これまでに合計 27 回の対策本部会議を開催しており、特に後期授業に関 
する対応及び学⽣⽀援事業について、現在の状況をお知らせします。 
※今後の感染状況によっては、スケジュールや対応を変更する場合がありますので、ご承知おきください。 

 
 

１．2020 年度後期授業の対応等について 
・後期（10 ⽉ 1 ⽇〜3 ⽉ 31 ⽇）の授業は、原則として⾯接授業を⾏うが、感染拡⼤防⽌の観点から、履 

修者が多い授業はオンラインで⾏うなど、遠隔授業も併⽤する。 
・特に冬季は、新型コロナウイルス感染症をはじめ、インフルエンザなどの感染症等の流⾏期となり、 

感染リスクの拡⼤が懸念されることから、感染拡⼤防⽌対策を強化するために、来年１⽉以降３⽉ま 
で、オンラインに切り替えが可能な授業は、可能な限りオンラインで実施する（9⽉11⽇総合対策本部 
決定）。 

   ・学⽣の課外活動については、感染症対策を徹底した上で、9 ⽉ 23 ⽇から通常どおりの活動を許可して 
いる。活動を再開または継続（屋外の活動をすでに開始していたサークル、課外活動の特例を申請してい 
たサークル）するすべてのサークルに対して、感染症対策のセルフチェックを義務づけ、意識と準備の徹底 
を図っている。 

・全学⽣に対し、コロナ禍における留意事項や継続した感染予防対策の徹底について引き続き指導し、 
⼼⾝のサポートに努めていく。 
 

２．新型コロナウイルス感染症に伴う学⽣⽀援事業について 
令和 2 年度前期授業料について、本学による授業料免除が適⽤とならなかった学⽣のうち、学⼒及び

家計の状況が⼀定基準内の学⽣に対して、⼭形⼤学基⾦からの修学⽀援を予定しています。 
⼭形⼤学基⾦への多⼤なるご⽀援に感謝申し上げるとともに、今後も継続した学⽣⽀援へのご協⼒を 

お願い申し上げます。 
 
 
 
 
 
 

 
 お問い合わせ    

⼭形⼤学エンロールメント・マネジメント部 広報室（笠原） 
TEL  023-628-4008  メール koho＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

PRESS RELEASE    

                                令和２年（2020年）１０⽉１⽇ 

⼭形⼤学医学部東⽇本重粒⼦センター治療開始 
〜重粒⼦線前⽴腺がん事前治療開始〜 

【本件のポイント】  
● 当センターでは、前⽴腺がんの治療からスタートし、順次適⽤部位を広げ

ていく計画である。院内の紹介により最初に治療を施⾏する１２名の前⽴
腺がんの患者さんが決定し、その患者さんへ事前治療としてホルモン治療
を９⽉から開始した。約６ヶ⽉のホルモン治療を施⾏したのち、来年２⽉
頃から重粒⼦線の照射を実施する。 

● 前⽴腺がんの患者さんの院外からの紹介については、本⽇から受診予約を
開始し、１１⽉１⽇から外来での診療が開始となります。効果の⾼さか
ら既に公的保険が適⽤になっている最先端の医療であり、前⽴腺がんの
患者さんの治療に貢献できることが期待される。 

● 本⽇１３時から報道関係者向けに医学部東⽇本重粒⼦センターの施設公 
開を予定している。 

【概要】 

国内で７施設⽬、東北・北海道地区で初となる重粒⼦線がん治療について、９⽉から前⽴腺がんの専⾨外来を
開設した。重粒⼦線の照射治療開始は来年２⽉の予定であるが、院内の紹介患者について事前治療としてのホル
モン治療を開始した。前⽴腺がんの重粒⼦線治療では、数分程度の照射を１⽇ 1 回、計１２回⾏われ、週４回の
ペースで３週間にわたり実施する。照射は仰向けに寝た状態で施⾏され、照射中に痛みや熱は全く感じない。 

重粒⼦線治療は従来の放射線治療と⽐較し、治療効果が強く、正常な臓器への負担が少ないとされている。更
に、治療期間が短期間であり外科的な処置がないことから、外来通院で治療が出来るなどのメリットがある。 

院外からの紹介患者については、１１⽉から受⼊を開始する予定であり、受け⼊れ体制の整備を整えた。 

 
【今後の展望】 

本院での照射室は２室あり、⽔平⽅向から腫瘍に照射する固定照射室での前⽴腺がんの治療照射が来年２⽉に
始まる。もう⼀つの照射室は、頭頸部、⾻軟部、肺、肝臓、膵臓などが対象で、どの⾓度からでも正確に照射でき
る回転ガントリー照射室であり、来年８⽉頃の開始を⾒込んでいる。 
 重粒⼦線治療は⽇本が世界をリードする最先端の医療であり、強い効き⽬、治療期間の短さ、切らないことによ
る⾝体的負担の軽減など、多くの利点がある。令和の時代の新しいがん治療のスタンダードとして、東北地域のが
ん治療に⼤いに貢献することが期待されている。 
 
添付資料 
１．診療開始スケジュール （添付資料１） 
２．⼭形⼤学医学部東⽇本重粒⼦センターパンフレット （添付資料２） 
 
 
 お問い合わせ    

⼭形⼤学医学部東⽇本重粒⼦センター事務室（担当：⽮⼝） 
TEL  023-628-５40４  メール：heavy-ion@mws.id.yamagata-u.ac.jp 



○照射治療の開始予定

⽔平固定室 ︓ 2021年2〜3⽉
回転ガントリー室︓ 2021年8〜9⽉

⼭形⼤学医学部附属病院がん重粒⼦線治療開始までのスケジュール

平成31年度・令和元年度
2019年度

令和2年度
2020年度

令和3年度
2021年度

調整 (⽔平固定室)

治療（前⽴腺）

調整（回転ガントリー
室）

治療（前⽴腺以外）

2021/８~9⽉
回転ガントリー室
照射治療開始予定

4 10 4 10 4 10

2021/7⽉ 前⽴腺以外
予約受付開始予定

2021/2~3⽉
⽔平固定室・前⽴腺
照射治療開始予定2020/10⽉ 前⽴腺

外来予約受付開始

添付資料 １

2020/11⽉ 前⽴腺
外来診療開始



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

 

PRESS RELEASE    

                                令和2年（2020年）10⽉1⽇ 

建築・デザイン学科が第2回住宅設計デザインコンテストを開催 
〜 地元⼯務店と連携し、⼭形の気候に適した設計を学ぶ 〜 

【本件のポイント】  
● ⼯学部建築・デザイン学科は、地元⼯務店（㈱菊池技建・章和ホーム㈱）

と連携し、学⽣による住宅設計のデザインコンテストを開催します 
● 地元⼯務店は、特に、想像⼒豊かな作品の商品化をサポートし、⾃社のパ

ンフレットにも掲載する予定です 
● 最終的には、学⽣に地元の⼯務店の業務内容を知ってもらい、将来の設計

⼠として地元定着を⽬指します 

【概要】 

⼭形⼤学⼯学部建築・デザイン学科では、昨年に続き、株式会社菊池
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）と連携し、建築業界を⽬指す同学科の学
⽣を対象に、住宅設計のデザインコンテストを開催します。最優秀作品（１点）、優秀賞（3 点）を選出し、特
に想像⼒豊かな作品は、地元⼯務店との協業により商品化を進めていきます。 
今回のコンテストでは、学⽣たちの⾃由な発想で⼭形の気候に適した住みやすい⼾建住宅の設計に挑戦しても

らいます。学⽣は、現場をよく知る地元⼯務店より指導を受けながら、予算や建築条件など⼀定の制約の中で、
⾃分たちのアイディアを現実的に設計に反映させる実践⼒を⾝につけてもらうことが狙いです。また、このコン
テストをきっかけに、住宅設計の魅⼒を感じてもらい、同時に、地元⼯務店の業務内容を知ってもらうことで、
学⽣の地元定着を⽬指します。 

【背景・趣旨】 
⼯学部建築・デザイン学科では、世界を⾒据えた幅広い視野を持ちつつ地域固有の⽂化を理解し、積極的に地域

と関わり、地域社会の課題解決、地域産業の振興に貢献できる⼈材を育成しています。今回、地元⼯務店の協⼒を
得て、⼭形の気候に適した住宅設計を学び実践⼒を養うことを⽬的として、昨年に続き、住宅設計のデザインコン
テストを開催します。 
地元⼯務店では、従来の⼯法に重点を置くあまり、柔軟な発想に⽋けてしまうという課題を抱えています。今回

の学⽣住宅設計デザインコンテストをきっかけに、新しい商品化を進めるとともに、学⽣に住宅設計の魅⼒を感
じてもらい、地元の⼯務店の業務内容を知ってもらうことで、学⽣の地元定着を⽬指します。 
 

【住宅設計コンテスト〜⼭形に住む〜】 
対象建築物： ⼾建住宅 
コンセプト： ⼀定の制約下で⼭形の気候に適した住みやすい⼾建住宅の設計 
対   象： ⼭形⼤学⼯学部建築・デザイン学科の学⽣ 
賞・賞 ⾦： 最優秀賞（1 点）賞⾦ ５万円  

 優秀賞 （3 点）賞⾦ ３万円 （菊池賞、章和賞、⼭形⼤学賞） 
 ⼊選  （数点）      ＊その他、賞杯、賞状を授与 

スケジュール：2020年10⽉1⽇    キックオフミーティング 
2020年10⽉〜11⽉  募集期間 
2020年12⽉3⽇    結果発表 

主   催： ⼭形⼤学⼯学部建築・デザイン学科、株式会社菊池技建、章和ホーム株式会社 
 お問い合わせ  

学術研究院教授 永井康雄（⼯学部建築・デザイン学科担当） 
TEL  023-628-4238  メール  y-nagai@e.yamagata-u.ac.jp 



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

PRESS RELEASE    

                                令和２年（2020年）10⽉1⽇ 

核⼦スピンの研究が科学研究費補助⾦・基盤研究(Ｓ)に採択 
〜 CERNでの国際共同研究計画 〜 

【本件のポイント】  
● 岩⽥⾼広教授（素粒⼦・原⼦核物理学）が推進する研究が、⼤型の科学

研究費補助⾦・基盤研究(Ｓ)に⼭形⼤学で初めて採択されました。 
● スイス・ジュネーブの世界最先端の素粒⼦原⼦核研究施設CERN（欧州

原⼦核研究機構）(※１)での国際共同研究が活性化し、⼭形⼤学の更なる
国際化が図られます。 

●物質の微細構造の探求が加速することによって、新たな素粒⼦理論の構
築など、素粒⼦物理学分野での発展が期待されます。 

【概要】 

⼭形⼤学学術研究院の岩⽥⾼広教授（素粒⼦・原⼦核物理学）が推進する核⼦スピンの研究が、⽇本学術振興
会科学研究費補助⾦（科研費）の基盤研究(S)に採択されました。科研費は、⼈⽂学、社会科学から⾃然科学まで
全ての分野にわたり、基礎から応⽤までのあらゆる独創的・先駆的な「学術研究」を発展させることを⽬的とす
る「競争的研究資⾦」で、専⾨家による厳正な審査を経て採択された研究課題に助成されます。基盤研究(S)は２
番⽬に助成規模が⼤きく、5 千万円以上2 億円までの研究費が助成される種⽬です。⼭形⼤学で基盤研究(S)に採
択されたのは今回が初めてで、2020 年度から４年間でおよそ 1 億５千万円が直接研究経費として助成される⾒
通しです。研究課題は「⼤型偏極ターゲットを⽤いた核⼦スピンのクォーク構造の解明」で、岩⽥教授が CERN
で進めている素粒⼦物理学に関する実験的な研究が⽀援対象となります。 

 
【背景】 

原⼦核を構成する陽⼦や中性⼦（総称して核⼦）はスピン（⾃転に当たる性質）を持ち、クォークと呼ばれる素
粒⼦が結合してできています。従来、核⼦のスピンはクォークのスピン（⾃転）に起因すると考えられてきました
が、これまでの研究で、クォークスピンの役割が少ない（３割程度の寄与）ことが判明しています。しかし、残り
が何によるか解明されておらず、「核⼦スピンの起源の謎」の解明が求められています。⼭形⼤学のグループは
CERN の COMPASS 国際共同研究（※２）の中で、特徴的な技術を活⽤した⼤型偏極ターゲット装置（※３）を⽤いて、
研究を⾏ってきました。 

【本研究課題の概要】 
核⼦スピンの起源の候補の⼀つとして核⼦中のクォークの軌道回転（公転）が注⽬されています。従来の理論

（クォークモデル（※４））では、核⼦スピンに寄与するのはクォークのスピンだけだと⻑く考えられてきましたが、
COMPASS 国際共同研究では、クォークが軌道回転している可能性を⽰すデータを得ました。今回採択された研
究課題では、さらに精密な測定を⾏うことによってこのデータを補強することを⽬的にしています。これによっ
て、核⼦のスピンの構造に関する新たな認識が得られると期待され、得られた情報を⽤いて新たな素粒⼦理論の
構築が展望されます。 

【研究計画】 
本研究は 2021 年、2022 年に約７か⽉間にわたり、CERN で⾏われる予定です。CERN の⼤型加速器が作り出

す⾼エネルギーのミューオン（※５）ビームを⼤型偏極標的に⼊射し、⽣成される粒⼦をとらえます。この時、標的
核⼦のスピン⽅向と粒⼦の⽣成⽅向との相関関係を調べることによって核⼦内部の情報を得ます。 

 
 
 
 
 
 

お問い合わせ   
学術研究院 教授 岩⽥ ⾼広（素粒⼦・原⼦核物理学） 
電話 023-628-4762 メール tiwata@sci.kj.yamagata-u.ac.jp 

COMPASS⼤型偏極ターゲットを 
調整する堂下典弘助教 



 

【※⽤語解説】 
１．CERN（欧州原⼦核研究機構）：スイスのジュネーブにある素粒⼦、原⼦核の研究所。世界最⼤級の粒⼦加速
器を⽤いて先端的な研究が⾏われている。⼭形⼤学は CERN との共同研究協定に基づき、理学部の堂下典弘助教
を CERN に⻑期派遣している。 
 
２．COMPASS 国際共同研究：欧州、⽶国、アジアなど世界 13 カ国から 200 名以上の研究者が参加する国際共
同研究。⽇本からは⼭形⼤学を代表研究機関として、宮崎⼤学、中部⼤学、⾼エネルギー加速器研究機構の研究者
が参加している。なお、⼭形⼤学からは理学部担当の岩⽥⾼広教授、宮地義之教授、堂下典弘助教らのグループが
参加しており、偏極標的の技術をもつ世界有数のグループとして、重要な役割を担っている。 
 
３．偏極ターゲット装置：原⼦核のスピンの⽅向をそろえた特殊なターゲット装置。陽⼦偏極ターゲットの場合、
⽔素を含む物質（例えばアンモニア）中の⽔素核（陽⼦）のスピンをそろえている。COMPASS の偏極ターゲッ
ト装置は世界最⼤級の⼤きさを誇っている。 
 
４．クォークモデル：核⼦などの粒⼦がクォークという素粒⼦から構成されていると考える素粒⼦理論。現在では
６種類のクォークの存在が確認されており、核⼦は最も軽いクォークである u-クォークと d-クォークから構成さ
れる。例えば、陽⼦は uud、中性⼦は udd という組み合わせである。クォークはスピンを持ち、核⼦のスピンは
３つのクォークのスピンが合成されて⽣ずると考える。 
 
５．ミューオン：電⼦と似た性質を持つ素粒⼦。加速器を⽤いて⾼いエネルギーのビームを得ることが電⼦よりも
容易なため、核⼦などの構造を調べる際に利⽤される。 
 

 
 
 

原⼦は電⼦と原⼦核でできており、原⼦核は陽⼦と中性⼦から成り⽴っている。陽⼦や中性⼦は複数のクォーク
が結合してできている。陽⼦などのスピンにはクォークのスピンが寄与すると考えられてきたが、クォークの軌
道回転（公転）も寄与している可能性が指摘されている。 
 



科学研究費助成事業（科研費）は、人文学、社会科学から自然科学までのす
べての分野にわたり、基礎から応用に至るあらゆる独創的・先駆的な研究を
助成する制度。文科省の外郭団体である日本学術振興会が所管。年間予算は
2,300億円。大学教員にとって最も一般的な研究助成。
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上限5,000万円

上限2,000万円

上限500万円
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2020年度科研費基盤研究（S）採択内定課題

研究課題： 大型偏極ターゲットを用いた核子スピンのクォーク構造の解明

代表研究者： 山形大学 理学部 岩田高広
分担研究者： 山形大学 理学部 宮地義之

： 宮崎大学 工学部 松田達郎

基盤研究（S）が採択されたのは山形大学で初めて

直接経費合計 155,200,00０円



採択課題の説明

原子＝電子＋原子核
原子核＝陽子＋中性子
陽子、中性子の総称ー＞核子
物質＝電子＋核子
電子、核子はスピンを持つ
電子は素粒子（構造無し）
核子はクォークからできている
=> 複雑な構造、スピンの起源は謎

従来理論では核子スピンの起源は
クォークスピン
しかし、最近の研究では
クォークスピンの効果は小さい！
では他の起源は？



本研究課題の目的

仮説：クォークの公転効果の存在
従来理論では公転効果は０のはず

我々の実験結果から
公転の存在が示唆された

さらに測定を行い
公転の存在を確認

研究方法
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核子

実は内部には、複雑な回転が存在

物質構造の深い理解へ
外から見ると単純な回転
（核子のスピン）が見える

どのように歯車が組み合わされているのか？

自然が作った時計仕掛けの謎を探る

結局何を研究しているのか？



核子（陽子・中性子）スピンの起源に挑む

これは最高エネルギー４５００億電子ボルト（450GeV)の陽子シンクロトロン

によって生成される高エネルギーミュー粒子（ミューオン）やパイ中間子を陽子や
中性子に衝突させ、陽子や中性子のスピンの起源を解明しようとするものです。
この研究では、物質の最小単位である陽子や中性子の内部構造を更に微小な粒
子であるクォーク・グルーオンの段階から解明しようとしています。

このCOMPASS共同研究で、これまでに日本グループが開発してきたスピン偏
極ターゲットや大型水素ターゲットの技術を使って中心的役割を果たしています。

山形大学 理学部 岩田高広
宮地義之

宮崎大学 工学部 松田達郎

バレンスクォーク

シークォーク

グルーオン

核子内部の詳細
核子

COMPASS国際共同研究

私たちはスイスのジュネーブにあるヨーロッパ原子核研究機構(CERN)に
おいて、１３カ国の国際共同研究としてCOMPASS(COmmon Muon and 
Proton Apparatus for Structure and Spectroscopy)を進めています。

v20200716



回転しない皿では皿回しができないし、止まったコマは倒

れてしまう。 自然界では回転運動がものを安定に保つ重

要な要素になっています。そして、微小な回転を突き詰め

てゆくと、陽子や中性子（まとめて核子と呼びます）と電子

の自転にまで行き着きます。

「自然界における回転」

自然界には、さまざまな回転があります。大きいものは宇宙の

星雲から小さなものではくるくる回るコマ、さらに原子の中を回る

電子など極微の世界にも回転が存在します。

核子は更に微小な素粒子であるクォークとグルーオンでできていま

す。そして、これらの素粒子も自転の性質を持っています。核子の自

転の根源を明らかにすることは、物質の究極構造の解明につながり

ます。

本研究は、核子の自転（スピン）の源を、素粒子の階層（クォークや

グルーオン）で説明できるかどうかを調べるものです。

核⼦

原⼦核
原⼦

原⼦核＋電⼦

陽⼦＋中性⼦ クォークモデル
クォーク・パートンモデル
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「夢をはぐくむ微小磁石“スピン”」

病院での診断に威力を発揮しているMRI（核磁気共鳴断層撮像検査）。これは、主

に陽子の“スピン”の性質を利用したもので、人体の水分子の中の水素原子核（陽

子）スピンが先端医療に応用されている例です。人体を傷付けることなくガン検査等

に役立っています。スピンというミクロな手段の威力に感嘆させられます。

また、新交通機関として期待され

ている「磁気浮上式電車」も、元を

ただせば電子のスピンから生ずる

超伝導の性質を利用したものです。

スピン：「クルクルまわるコマ磁石」

この“スピン”とはいったいどういう性質でしょうか？

物質の最小単位である陽子や電子はあたかもコマのよう

に自分自身で回転している性質を持っています。鉄の棒に

電線を巻きつけ、電流を流すと磁界が発生し、磁石となりま

す。電流が電線の中を回転しながら流れるからです。電気

をもった陽子や電子がくるくる回ると、それらは小さな磁石と

なります。

この自転の性質をスピンと呼び、右回り回転を上向き、左回

り回転を下向きとして区別します。

体内⽔分⼦の⽔素原⼦核(陽⼦)スピンを使った
MRIによる断層写真(2003年度ノーベル医学賞)

電⼦スピン対で⽣じる
超伝導による磁気浮上⾞
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「物質のミクロな成り立ち：クォーク」
よく知られているように、物質は原子から、その原子は原子核と電子

から、原子核は陽子と中性子から構成されています。いわゆる“クォー

クモデル”とは、陽子や中性子はより微小な基本粒子 “クォーク” か

らできているという考えです。

「クォークも “スピン” をもつ！」

クォークスピンについては“右回転（図の上向き矢

印）”と“左回転（図の下向き矢印）”の二通りの場合が

あります。

そして、右回転と左回転のスピンを持つ３つのクォー

クの組み合わせで、陽子のスピンは見事に説明できま

す。これが今迄考えられているクォークモデルです。

高エネルギー粒子を使い、核子内部を高倍

率で見ると、クォークは３個だけではなく、もっ

と細かなシークォークとそれを作り出すグ

ルーオンで埋まっていることが判ります。そ

れらクォークのスピンを足し合わせると「核子

スピン」になるでしょうか？

- 4 -



「クォークスピンの奇妙な振る舞い！」
―“スピンクライシス（危機）”ー

1988年に、CERNのEMCグループが報告した実

験結果は、クォークモデルから期待されるものとは

まったくはずれた、「陽子のスピンにはクォークスピ

ンはほとんど関与していない！」 というたいへん

不思議なものでした。

このクォークスピンの謎めいた振る舞いは、“スピ

ンクライシス”と呼ばれ、世界中の物理学者がおお

いに頭を悩ました大問題の一つです。

“クォークモデルはまちがっている？”

“まだまだ実験が不十分？”

“ミクロな世界で、スピンに何か異変がおこって
いるのでは？”

「いったい、クォークスピンの役割は？」

「SMC実験による謎解き？」

そこで、世界中の研究者がその謎解きに挑みました。私たちもSMC

（Spin Muon Collaboration)と呼ばれる国際共同実験を１９９１年から

１９９６年までCERNで行いました。

スピンの向きのそろったミュー粒子を、これまたスピンの向きをそろ

えて陽子や重陽子に衝突させ、双方のスピンの向きが平行で衝突す

る場合と反平行の場合とで、衝突の割合が違うかどうかを調べました。

EMCの実験に比べて測定領域をずっと広くし、陽子や重陽子のスピ

ンのそろい具合（偏極度）や測定精度をはるかに良くするなど、データ

の質の向上に努めました。

- 5 -



「SMC実験でわかった極微の世界」

６年間に亘って得られたデータを詳しく解析した結果、次のようなことがわかり
ました。

（１）クォークのスピンは陽子や中性子のスピンの20％程度しか担っていない。

（２）“スピンクライシス”とはいうものの、QCD（量子色力学）の基礎的な枠組み

は壊れていない。

クォークスピン２３％

残りの７７％の起源は？

核子のスピンを担うと思われたクォークスピンは、予想をはるかに下まわり少ない

部分しか担っていないことがわかりました。「核子は３個のクォークでできている」と

するクォーク模型はうまくいっていると思われたのにすべてのクォークまで勘定にい

れると足らなくなってしまったのです。

そこで、核子スピンを担う次の候補は何かが問題になりました。

そして、残りの寄与を説明する２つの候補が考えられました。第一候補は、

クォークを結び付けるグルーオンという粒子のスピンです。第２候補は、クォーク

やグルーオンが核子内部をぐるぐる回る効果（軌道回転効果）です。これらの候

補の役割を探るのが、COMPASS実験の目的です。

陽子スピン

uクォークスピン寄与
dクォークスピン寄与

sクォークスピン寄与
すべてのクォークの
スピン寄与

起源が不明

「それでも残る核子スピンの謎」
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COMPASS実験
「グルーオンスピンの役割の解明」

ＣＯＭＰＡＳＳではグルーオンが関与する反応を選び出し、スピンの効果を調べます。

ビームミューオンは光子を出して核子と相互作用します。核子内ではグルーオンが

クォークから放出されたり吸収されたりしています。光子とグルーオンは衝突して

クォークと反クォークの対を発生します（「光子・グルーオン融合」と呼びます）。

このとき、核子スピンの方向を変化させ、スピ

ンの方向によって、反応の起こりやすさの違

いを調べると、グルーオンのスピンの方向の

情報が得られます。

0D

K

 c

c

「光子・グルーオン融合」をつかまえるに

は、２つの方法を用います。

１つは、ＣＯＭＰＡＳＳ独自の「オープン

チャーム」と呼ばれる方法です。

クォーク対として、チャームクォーク対がで

きる時には、チャーム中間子が生成されま

す。この中間子の崩壊を捉えると、光子・

グルーオン融合を効率よく選び出せます。

u

u

 

 

もうひとつは、「Ｈｉｇｈ Ｐｔ ハドロン」法です。

ｕクォーク、ｄクォークなどの軽いクォーク対

ができた場合には、２つのハドロンが大きな

横運動量を持って発生します。この２つのハ

ドロンをとらえます。

オープンチャーム法

チャーム

中間子

High Pt ハドロン法

グルーオン

光子
クォーク対

q

q
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「史上最大の偏極ターゲット：再び日本グループの出番！」

1600億電子ボルト（160GeV)のミューオンビームで衝突させるとはいえ、反応確率

は小さく、かつ、バックグラウンドが混じってきます。データを効率良く抽出するため、

発生した粒子は可能な限り検出しなければなりません。そのため偏極標的磁石の

開口角を大きくとり、発生した粒子を逃さないようにします。

ＣＯＭＰＡＳＳでは開口径が６０ｃｍで、長さ130ｃｍ、直径３ｃｍの空間を2.5テス

ラという高磁場で、均一度100ppmにすること、さらに、ソレノイドコイルの外側にダ

イポール磁石を置いて、ビーム軸と直交した方向に0.6テスラの磁場を出せる新

型超伝導マグネットを作ることにしました。

この複雑で製作困難なマグネットの設計、製作を日本グループが引き受けたこ

とがＣＯＭＰＡＳＳ計画を前に動かした、と言っても過言ではありません。

希釈冷
凍機部
予冷部

マイクロ波
キャビティ

2.5T超伝導磁⽯

標的セル

ビーム
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「反応事象発生の決定と粒子飛跡の検出」

実験では、高エネルギービームにはね飛ばされて発生した、様々な粒子を捉え

なければなりません。そのために非常に多くの粒子検出器が必要になります。

ミューオンを捉えるためのもの、ハドロン粒子を捉えるものなど、粒子の特徴にあ

わせて種類の違った検出器を装備します。日本グループも入射ミューオンビーム

の飛来時間、位置測定のための特殊な検出器（シンチレーション・ファイバートラッ

カー）を製作し、一翼を担っています。

SM1

SM2

6LiD Target

Silicon
Micromegas

SciFi

Gems

Drift chambers

Straws

MWPC

日本グループが開発したシンチレーション・ファイバートラッ
カー。浜松ホトニクス、クラレなど日本の会社の協力を得て、

超高速の飛跡検出器になっている。

SF4SF１

イタリアグループが製作したＲＩＣＨ検出
器。粒子の種類を識別する。

偏極標的

ビーム
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「これまでの研究成果：グルーオンスピン寄与」

「オープンチャーム」法では、

右のに示されるようにチャーム

中間子（D0)の検出に成功し、

これから世界で初めてグルー

オンの偏極度を導きました。

これまでに得られたグルーオン偏極度（縦軸）。赤色の円がC
「High Pt ハドロン」の結果、これまでの最高精度のデータに
なっている。赤い星印(LO)と緑の円（NLO)は「オープンチャー

ム」による結果。横軸は、グルーオンの運動量（グルーオンの
Bjorken ｘ）を表している。

「Ｈｉｇｈ Ｐｔ ハドロン」法では、

これまでにない高い精度でグ

ルーオンの偏極度を導きました。

なんとグルーオンスピン

偏極度はほぼ０を示して

いました。まだ、測定精度

が十分ではなく、断定的

なことは言えませんが、

グルーオンスピン寄与が

比較的小さい可能性が高

くなってきました。

グルーオンスピンの効

果が小さいならば、 最

後の候補であるクォーク

やグルーオンの回転運動

効果が注目されます。
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D* tagging  

D0→K D0→K

Ｋπ系の不変質量分布



COMPASSではグルーオンのスピン寄与を中心に研究を行ってきましたが、並行

してクォークの軌道回転効果に関する予備的な測定も行いました。

「これまでの研究成果：クォークの軌道回転効果のヒント」

Sivers非対称度の測定。鉛直上向きにス

ピンを向けた陽子にミュー粒子をぶつけ、
パイ中間子が左右どちらに出やすいかを
調べる。

Sivers非対称度は正電荷粒子（主に

+ ）に対して正の値を示しましました。

つまり、 + はビームの上流から見て

右方向に作られやすい傾向を示して

います。+ の種になったクォーク（u-

quark）が陽子のスピンに相関した軌

道回転を示唆しています。

一方、負電荷粒子（主に-）では、非

対称度はほぼ０でした。つまり は左

右平等に生成されていることになりま

す。つまり、 -の種になったクォーク

（d-quark）の軌道回転効果は顕著で

はないこと示唆しています。
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陽子や中性子などの核子に高エネルギー

のミューオンをぶつけると、様々な粒子（ハ

ドロン）が飛び出してきます。このうち、高い

エネルギーの粒子は核子内部のクォークが

ミューオンに叩かれた衝撃で生まれたと考

えられます。このクォークが核子スピンの方

向に軌道回転しているならば、生成される

粒子は、右に出やすいとか、左に出やすい

といった“非対称性”を示す可能性がありま

す。 この目安として、Sivers非対称度が知

られており、これを調べることでクォークの

軌道回転の情報が得られます。

COMPASSで陽子標的に対して得られた
Sivers非対称度。赤い丸は正電荷ハドロン
（主に+）、黒い丸は負電荷ハドロン（主に-）
に対するデータを示す。横軸は、ミュー粒子
に叩かれたクォークの運動量(Bjorken-x）に
相当する量を示す。



 

 p

S

 

 



現在、ＣＯＭＰＡＳＳではクォークの軌道回転効果を重点的に研究しています。この

ために、偏極ドレル・ヤン実験 と GPD実験 をおこないました。

「クォークの軌道回転効果の探求」

この実験は、偏極ターゲットを用いた世

界で初めてドレル・ヤン反応実験です。

様々な困難が予想されましたが、確実に

ドレル・ヤン反応が捉えられています。

パイ中間子をスピンをそろえた陽子ターゲットに

衝突させ、ドレル・ヤン反応をとらえ、陽子の内部

のクォークの分布を探ります。これからクォークの

軌道回転効果の証拠が得られるはずです。

偏極ドレル・ヤン実験
ドレル・ヤン反応は、ハドロン中の反クォークと別のハドロンのクォークが融合し、

ミューオン対などが生ずる反応です。 あるハドロンの反クォーク（あるいはクォーク）

の情報を利用して、別のハドロンのクォーク（あるいは反クォーク）の情報を引き出す

ことができます。
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J/

ドレルヤン領域

ドレル・ヤン反応のSivers非対称度。実験結果（赤丸）は従来のデータから予測される理論値（正値の３

つのバンド）と矛盾しない。従来のデータを否定する理論値（負値のバンド）との整合性はよくない。

実験結果はクォークの軌道回転効果の存

在を支持するものでしたが、さらに実験精度

を向上するため、データ解析を続けています。



水素ターゲットの真空容器は、反跳陽子が

透過できるよう、薄くても強い炭素繊維強化

プラスチック（CFRP）を利用して作ります。と

ころが、CFRPはガス放出によって真空度を

悪化させる欠点があります。そこで、山形大

学で開発されたナノ銀インクを使って、ガス

放出を抑える技術を開発し、真空度を回復

させました。

GPD実験

核子内部の状態を表す興味深い量としてGPD（一般化されたパートン分布）が

注目を集めています。GPDはクォークの全角運動量と関係づけられます。これを

測定すると、クォークの軌道角運動量を定量的に評価できると考えられています。

さらに、クォークの空間分布と運動量分布の相関が得られ、核子の３次元クォー

クイメージングが実現できるとされています。

深部仮想コンプトン散乱。クォークレベル
では、仮想光子を吸収したクォークが実
光子（ガンマ線）を放射し、陽子に戻る反
応。
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核子スピンに依存した
クォークの空間分布（モデ
ル計算）

GPDは深部仮想コンプトン散乱

（DVCS）の角分布から得られます。 高

エネルギーのミューオンを陽子に入射し、

散乱ミューオンとエネルギーの低い反跳

陽子を検出し、さらに同時に放射された

ガンマ線まで捉えます。小さな反応確率

を補うため大型の水素ターゲットが必要

です。

完成しCERNのCOMPASSに設置された水素ターゲット（長さ2.7m）

これによってGPD実験用の大型水素ターゲットが完成しました。ここでも日本グ

ループの技術が活きています。これを用いた測定は終了し、現在データ解析が
行われています。



ＣＥＲＮ（ヨーロッパ原子核共同研究機構）
原子核・素粒子研究のための国際共同研究所で、スイス・ジュネーブの郊外にあり

ます。世界最高エネルギーのLHC（Large Hadron Collider)やＣＯＭＰＡＳＳが利用する

SPS (Super Proton Synchrotron)など世界最先端の粒子加速器を擁しています。山

形大学とは2008年に研究協力協定が結ばれています（日本の大学として３番目）。

SPS

LHC

ジュネーブ
空港

COMPASS
実験ホール

ＣＥＲＮ

レマン湖

ＣＯＭＰＡＳＳ国際共同研究の体制 Bielefeld, Bochum, 
Bonn (ISKP & PI), 
Erlangen, Freiburg,
Heidelberg,Mainz,
München (LMU & TU)

Saclay

Tel Aviv

Burdwan, 
Calcutta

Torino
(University,INFN),
Trieste
(University,INFN)

Warsawa (SINS), 
Warsawa (TU)

CERN

Yamagata/Miyazaki
Chubu/KEK

Praha

Dubna (LPP and LNP),
Moscwa(INR, LPI,
State Univ.),
IHEP

Lisboa

１３カ国、２００名以上の研究者によ
る国際共同研究

日本グループメンバー
山形大学＊：岩田高広、宮地義之、堂下典弘、
近藤薫、糠塚元気
宮崎大学：松田達郎
中部大学：堀川直顕、鈴木肇
KEK:石元茂
*ＣＯＭＰＡＳＳ日本グループの代表研究機関
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プ レ ス 通 知 資 料               （概 要） 
令和 2 年(2020 年)10 ⽉ 1 ⽇ 
⼭ 形 ⼤ 学 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 
  

１．公開講座「⼩説を書こう！」受講者を募集します 
⼭形⼤学では平成26年度以降毎年開催している公開講座「⼩説を書こう！」を今年度も開講します。

受講される⽅は⾃作未発表の⼩説を提出していただき、合評と直⽊賞作家の⾼橋義夫さんのアドバイスを
受けることができます。（新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌のため、今年度は通信指導形式で開講しま
す。） 

⽇  程：１１⽉１⽇（⽇）〜 令和３年１⽉３１⽇（⽇） 
受講資格：⾼校⽣以上であればどなたでも受講できます。（定員３０名） 
受  付：１０⽉１⽇（⽊）〜 １０⽉２３⽇（⾦）（定員に達し次第終了） 

      
２．⽴ち上がった結髪⼟偶を⾒る・知る 

〜 10 ⽉ 1 ⽇より修復後、初の⼀般公開・11 ⽉には公開講座を実施〜 〜 
修復が終わった結髪⼟偶を１０⽉１⽇から⼭形⼤学附属博物館で初公開します。また、１１⽉には全３  

回の公開講座を実施します。 
【公開講座】 
◆ 内容 
 第１回「結髪⼟偶のふるさと」 講師：⼤宮富善（寒河江市教育委員会⽣涯学習課歴史⽂化専⾨員）   

⽇時：１１⽉７⽇（⼟）13:30〜14:45  
会場：⼩⽩川キャンパス基盤教育１号館 111 教室 

第２回「動作連鎖からみた縄⽂⼟偶」 講師：會⽥容弘（郡⼭⼥⼦⼤学短期⼤学部教授） 
⽇時：１１⽉１４⽇（⼟）13:30〜14:45  
会場：⼩⽩川キャンパス⼈⽂社会科学部１号館１階 103 教室 

第３回「⼟偶とは何かー結髪⼟偶と縄⽂社会―」 講師：⽩⽯哲也（⼭形⼤学学術研究院准教授） 
⽇時：１１⽉２８⽇（⼟）13:30〜14:45  
会場：⼩⽩川キャンパス⼈⽂社会科学部１号館１階 103 教室 

◆ 聴講について 
聴講は無料、事前申込が必要です。現地参加（定員 30 名）と ZOOM（定員 300 名）でのオンライン   

      参加のどちらかを選択し、下記のとおりお申込みください。 
申込⽅法：電話・FAX・メールにて「①⽒名」「②連絡先」「③参加⽅法」「➃参加希望⽇」をお知らせ

ください。 
申込期限：１０⽉３１⽇（⾦）（定員になり次第締め切り） 

      
３．ひらめき☆ときめきサイエンス 〜ようこそ⼤学の研究室へ〜 

３Ｄゲルプリンターで「やわらか」ロボットの魅⼒に迫る 
３Ｄプリンターで作られた型を⽤いて動物の⾁球を作り、ゲル材料でできたクラゲやゲルハチ公を観察するこ 

とで、⽣物のやわらかさを体験してもらうプログラムです。 
⽇  時：１１⽉１５⽇（⽇）13：30〜16:45 
開催場所：⻑井市旧⻑井⼩学校第⼀校舎 
対  象：中学⽣（１５名：先着順） 
申込締切：１０⽉２０⽇（⽕） 

 



 
2 

４．ひらめき☆ときめきサイエンス 〜ようこそ⼤学の研究室へ〜 
未来の光 有機ＥＬを⾃分でつくる ―有機エレクトロニクスを体感するー 
次世代薄型テレビや低消費電⼒照明として期待されている「有機EL」の原理を、実験を通して楽しく学び、 

体験できるプログラムです。 
⽇  時：１１⽉２９⽇（⽇）13：30〜17:30 
開催場所：有機材料システムフロンティアセンター １１号館５階（⼭形⼤学⼯学部⽶沢キャンパス内） 
対  象：中学⽣（１８名：定員を超えた場合は、申込締切⽇後に抽選を⾏います。） 
申込締切：１１⽉４⽇（⽔） 

 



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

 

PRESS RELEASE    

                                令和２年（2020年）10⽉1⽇ 

公開講座「⼩説を書こう！」受講者を募集します 
【本件のポイント】  

● ⼩説家を⽬指す⽅も趣味で⼩説を楽しみたい⽅も受講できる公開講座 
● 直⽊賞作家 ⾼橋義夫⽒が指導 
● 新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌のため、今年度は通信指導形式で開講 

【概要】 

※新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌のため、今年度は通信指導形式で開講します。 
⼭形⼤学では平成 26 年度以降毎年開催している公開講座「⼩説を書こう！」を今年度も開講します。 
受講される⽅は⾃作未発表の⼩説を提出していただき、直⽊賞作家の⾼橋義夫さんのアドバイスを受けることが
できます。全作品とアドバイスは受講⽣全員に配付します（１０回程度の送付を想定）。加えて交流・情報交換
のため携帯電話・PC 等にメールマガジンを配信します。⼭形⼤学学術研究院の⼭本陽史教授（⽇本⽂学）がサポ
ートします。プロを⽬指す⽅も趣味として⼩説を書き続けたい⽅も奮ってご参加ください。 
なお、来学の必要がないため、県外など遠隔地からの受講も可能です。 
 
●⽇ 程：2020 年 11 ⽉ 1 ⽇（⽇）〜2021 年 1 ⽉ 31 ⽇（⽇） 
 
●形 式：通信指導 
 
●受講料：⼀般 6,000 円／⼤学⽣・⾼校⽣ 2,000 円 
     ※お申込み後、指定の⼝座をお知らせしますので、受講前までにお振込みください。 
 
●受講資格：⾼校⽣以上であればどなたでも受講できます。 
 
●講 師：⾼橋義夫⽒（作家）1945 年⽣まれ。早稲⽥⼤学⽂学部フランス⽂学科卒業。 

「狼奉⾏」で直⽊賞受賞。近著に『⽕付盗賊改』（中公新書） 
        ⼭本陽史（⼭形⼤学教授（⽇本⽂学）） 

 
●定 員：30 名（申込順に受け付け、順次受講票をお送りします。） 
 
●受 付：10 ⽉ 1 ⽇（⽊）〜10 ⽉ 23 ⽇（⾦）（定員に達し次第終了） 
 
●お申込み：メールまたはＦＡＸにてお申し込みください。（電話でのお申込みは受け付けておりません。） 

    
以下の事項を記載のうえ、以下のお申込み先へ送信してください。 
 

   1.お名前（振り仮名も）2.区分（⼀般／⼤学⽣･⾼校⽣）3.郵便番号 4.ご住所 5.携帯電話番号 6.ファックス（任意） 
   7.電⼦メールアドレス（携帯アドレスも可） 

 
〔メール〕enroll@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
〔ＦＡＸ〕023-628-4144 

 
 
 

右下が⾼橋義夫⽒ 

（お問合せ先） 
■お申込みに関すること 
 エンロールメント・マネジメント部ＥＭ・広報課 
 Tel：023-628-4062 
 
■講座の内容に関すること 

学術研究院教授（ＥＭ部担当）⼭本陽史 
e-mail：yamaharu★yz.yamagata-u.ac.jp 
（メールアドレスの★は@に置き換えてください。） 



     令和２年度山形大学公開講座 

   「小説を書こう！」 

通信指導講座受講者募集 
※新型コロナウィルス感染拡大防止のため、今年度は通信指導形式で開催します。 

                               

 直木賞作家高橋義夫さんを講師に招き、山本陽史

本学教授とともに小説の書き方を指導する講座で

す。平成 26年以降毎年開講しています。プロの小説

家を目指す方、趣味として小説を書きたい方、小説

が生まれるプロセスを知りたい方、年齢・性別・ 
高橋義夫氏(右下） 職業を問わずどなたでも受講できます。受講される

方には未発表の作品を期間中に郵送または電子メールで提出していただきます。 
提出作品は講師によるアドバイスを付して返送します（他の受講生の方にも参考
のためお送りします）。 

加えて交流・情報交換のため携帯電話・PC等にメールマガジンを配信します。 
 

日 程：令和２（２０２０）年１１月１日～令和３年１月３１日(予定)  
受講料：一般 6,000円／大学生・高校生 2,000円 
    ※お申込み後指定の口座をお知らせしますので、講座開始までにお振込みください。 
     振込手数料は受講者負担となります。 
定 員：３０名 ※先着順に受け付け、順次受講票をお送りします。 

申込期間：１０月１日(木)～１０月２３日（金）（定員に達し次第終了） 

申込方法：メールまたはＦＡＸにてお申し込み下さい。 

     ※電話での申込は受け付けておりません。ご了承下さい。 

 ①メールの場合 
  以下の事項を記載のうえ、以下のアドレスへ送信してください。 
  1.お名前（振り仮名も） 2.区分（一般／大学生･高校生） 
  3.郵便番号 4.ご住所 5.携帯電話番号 6.ファックス（任意） 
  メールアドレス enroll@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
 ②ファックスの場合 
  下の申込票に記載のうえ、ＦＡＸ番号 023-628-4144へ送信してください。 
備考：・作品・講評のやり取りの方法はお申込み後に直接ご連絡します。 
   ・大学に作品を郵送等される場合の料金は各自ご負担いただきます。 
お問合せ：山形大学エンロールメント・マネジメント部ＥＭ・広報課 
     〒990-8560 山形市小白川町 1-4-12  TEL:023-628-4062 
     Mail:enroll@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

申込票 
山形大学公開講座「小説を書こう！」の受講を申し込みます。 

お名前（振り仮名も）： 
 
 
 

区分（どちらかに○）： 
 
   一般    大学生・高校生  
 

ご住所：〒 
 
 
携帯電話番号： 
 

ﾌｧｯｸｽ（任意）： 
 

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ（携帯アドレスも可）： 
 



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

PRESS RELEASE    

                                令和２年（2020年）10⽉1⽇ 

⽴ち上がった結髪⼟偶を⾒る・知る 
〜10⽉1⽇より修復後、初の⼀般公開・11⽉には公開講座を実施〜 

【本件のポイント】  
● 10⽉1⽇から結髪⼟偶を⼭形⼤学附属博物館で初公開します。10⽉中の⾒学は事前予約

制です。 
● 11⽉には考古学的な⾒地から、結髪⼟偶の特徴や地域性などに関する公開講座を⾏いま

す。 
● ⼭形⼤学附属博物館は1⽉から3⽉にかけて休館します。この機会をお⾒逃しなく。 

【概要】 

⼭形⼤学附属博物館所蔵の結髪⼟偶は、2018 年に左脚と約 90 年ぶりの再会を果たしました。昨年の 7 ⽉にクラ
ウドファンディングを実施して資⾦を調達し、修復・左脚の接合を⾏いました。修復ではクリーニングや過去の
修復・復元箇所の解体なども⾏い、専⽤の展⽰台を制作し、⾃らの脚で⽴ち上がった姿をお⾒せすることができ
るようになりました。4 ⽉から休館しておりました⼭形⼤学附属博物館は、10 ⽉ 1 ⽇から開館し、⽴ち上がった
結髪⼟偶を初公開します。また、11 ⽉には全 3 回の公開講座を実施します。結髪⼟偶の特徴や出⼟当時の寒河江
で起こった考古学ブームなどについて理解を深めていただけるまたとない機会です。 

【結髪⼟偶の修復後、初の⼀般公開】 
修復が終わった結髪⼟偶を公開します。あわせて「結髪⼟偶と博物館のかかわり」、「クラウド
ファンディング」「接合と修復」に関するパネルも展⽰します。10 ⽉中の⾒学は事前予約が必
要です（予約⽅法は別添チラシおよび博物館 HP をご確認ください）。 
 

【公開講座「結髪⼟偶⽴ち上がる！」】 
脚部発⾒に関係した本学卒業の研究者および本学教員が、考古学的な⾒地から結髪⼟偶の特徴や地域性などにつ
いてお話します。 
◆内容 
第１回「結髪⼟偶のふるさと」 講師：⼤宮富善（寒河江市教育委員会⽣涯学習課歴史⽂化専⾨員） 

⽇時：2020 年 11 ⽉ 7 ⽇（⼟）13:30〜14:45 会場：⼩⽩川キャンパス基盤教育１号館 111 教室 
第２回「動作連鎖からみた縄⽂⼟偶」 講師：會⽥容弘（郡⼭⼥⼦⼤学短期⼤学部教授） 

⽇時：2020 年 11 ⽉ 14 ⽇（⼟）13:30〜14:45 会場：⼩⽩川キャンパス⼈⽂社会科学部１号館１階 103 教室 
第３回「⼟偶とは何かー結髪⼟偶と縄⽂社会―」 講師：⽩⽯哲也（⼭形⼤学学術研究院准教授） 

⽇時：2020 年 11 ⽉ 28 ⽇（⼟）13:30〜14:45 会場：⼩⽩川キャンパス⼈⽂社会科学部１号館１階 103 教室 
  ◆聴講について 

聴講は無料、事前申込が必要です。現地参加（定員 30 名）と ZOOM（定員 300 名）でのオンライン参加のどち
らかを選択し、下記のとおりお申込みください。 
申込⽅法：電話・FAX・メールにて「①⽒名」「②連絡先」「③参加⽅法」「➃参加希望⽇」をお知らせください。

定員になり次第締め切ります。 
申込期限：2020 年 10 ⽉ 31 ⽇（⾦） 
 

 お問い合わせ 
⼩⽩川キャンパス事務部総務課 ⼭形⼤学附属博物館（押野美雪） 
TEL  023-628-4930  メール hakukan＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

博物館HP 
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結髪土偶　一般公開
事前申し込み

当館は、新型コロナウイルス感染症対策のため 4 月より
休館しておりましたが、10月1日(木 ) より開館を再開い
たします。
また、9 月に修復が終了した当館所蔵の結髪土偶を一般
公開いたします。感染症対策として10月中の入館は事前
予約制としますが、11 月以降は予約無しでご来館いただ
けます。

【お問い合わせ】
山形大学附属博物館
〒990-8560 山形県山形市小白川町 1-4-12
TEL: 023-628-4930( 受付時間 9：00～17：30土日祝休み )
FAX: 023-628-4668 E-mail:hakukan@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

公開講座
「結髪土偶立ち上がる！」

　第 1回　11 月 7日 ( 土 )
　　講師：大宮富善　氏 ( 寒河江市教育委員会 )
　第 2回　11 月 14 日 ( 土 )
　　講師：會田容弘　氏
　　　　　( 郡山女子大学短期大学部 教授 )
　第 3回　11 月 28 日 ( 土 )
　　講師：白石哲也　氏
　　　　　( 本学学術研究院 准教授 )
時　間：各回 13：00 ～ 14：45
対　象：一般、学生 ( 大学会場のみ定員 30 名 )
受講料：無料
会　場：山形大学小白川キャンパス基盤教育1号館111　
　　　　教室 (第1回)、同人文社会科学部1号館103教室
　　　　(第2,3回)
※事前申し込み必要 (10 月 31 日締切 )

メール、電話、FAX にて予約を受付けいたします。ご来
館日の前日16時までに下記をご連絡ください。
①氏名②電話番号③人数④希望日・来館時間
ご予約状況は当館HPでご覧いただけます。
FAX 用紙 ( 裏面 ) をご活用ください。

山形大学会場・オンライン同時開催

メール、電話、FAX にて予約を受付けいたします。下記
を 10 月 31 日までにご連絡ください。
①氏名②連絡先③参加方法④参加希望日
オンラインは ZOOMでの開催になります。受付け後、当
日の参加方法をお送りします。

寒河江市石田遺跡出土
結髪土偶 (縄文時代晩期 )
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10/１(木)
より展示スタート

※12月まで展示予定

※2021年1～3月は休館予定です。また、状況により予告なく
休館になる場合がございます。

※博物館、公開講座へは公共交通機関をご利用ください

初
‼



山形大学附属博物館 宛 

送信先 FAX：023-628-4668 

結髪土偶 一般公開 申込書 

 

下記の通り申し込みます。 

 

お 名 前

（ふりがな）

 

 

団体は代表者 1名 

 

連絡先 

(電話番号・FAX またはメールアドレス) 

 

希望日 １０月   日（   ） 

希望時間(以下からお選びいただき○をお付けください) 

①9：30～11：00 ②11：00～13：00 ③13：00～15：00 ④15：00～17：00 

人数            名 

受付確認の連絡方法 

(○をお付けください) 
FAX ・ 電話 ・ メール 

お申し込み後、FAXの内容を確認しこちらからご連絡させていただきます。 

受付日：2020年  月  日 

お申し込みのあった内容にて受付いたしました。 

          2020年  月  日  担当者： 

 

【入館時のお願い】以下をよく読みご来館ください。 

・利用者は入館の際、入館者カードへ氏名・連絡先を記入の上、専用ポストへ投函すること。 

・利用者は入口に設置している体表面温度測定器で異常が出た場合は、入館しないこと。 

・入館の際は、入口で手指消毒のうえ、必ずマスクを着用し、見学時間は１人あたり１時間以内とすること。 

・利用者同士の近距離での会話は控えること。 

・利用者同士の身体的距離（1.5～2.0ｍを目安）を確保すること。 

  ※密集状態を避けるため、入館者が 12名を超えた場合は入場規制を行う場合がある。 

・他の来館者との接触を避け、１ヵ所に長時間とどまらない観覧にご協力いただく。 

・壁や展示ケースには手を触れないこと。 

【連絡先】山形大学附属博物館 

〒990-8560 山形県山形市小白川町 1-4-12 

電話：023-628-4930(受付時間 9：00～17：30・土日祝休)／FAX:023-628-4930 

Mail：hakukan@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
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